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1. はじめに 
1-1. 背景と目的 
授乳とおむつ替えは，乳児との生活において

中心的な行為である．さらに，近年男性の育児

参加率が増加傾向にある．それによって，外出

時に生じるおむつ替えや授乳は，外出すること

への障害となっている場合がある．  
 そのような中で，近年商業施設や公共施設に

おいて，子育て世代の外出支援策の後押しもあ

り，授乳とおむつ替えができる場所として「ベ

ビー休憩室」注１）(以下ベビー休憩室と呼ぶ)の
整備が進められている．しかし，明確な設計指

針がなく，施設によって設備が異なることが現

状である．そのため，使いにくさ，設備の不十

分さ，プライバシーの配慮不足など，利用者が

必ずしも快適に利用できない事例も見られる． 
拙稿である「千葉県松戸市のコミュニティ施

設における男性目線を考慮したベビー休憩室

の設置実態に関する研究」注２）において，「赤

ちゃんぽけっと」注３）登録施設の整備状況につ

いて調査した結果，「赤ちゃんぽけっと」には

明確な指針がなく，施設によって整備状況も異

なることから，快適に利用できない事例がある

ことが現状であるとわかっている． 
また，既往研究として，仲らの「大型ショッ

ピングセンターにおけるベビー休憩室等の整

備実態に関する研究」注４）（2017）によると，

大型ショッピングセンターにおけるベビー休

憩室等の整備実態は，整備レベルが高いことが

明らかにされており，先進事例の実態を把握す

ることは今後のベビー休憩室のあり方を検討

する上で意義があると位置づけられている．し

かし，複合商業施設の各施設に着目した整備品

目を研究対象としたベビー休憩室の計画的要

件に関する研究はない． 
そこで本稿では，松戸市を中心とする周辺エ

リア注５）では最大級の大型複合商業施設で，「赤

ちゃんぽけっと」未登録施設である「テラスモ

ール松戸」を対象とし，計画的要件についての

調査を行う．  

 誰もが利用しやすいベビー休憩室の計画

的要件に関する研究の一環として，千葉県松戸

市の「テラスモール松戸」を対象に，配置，構

成，設えなどの視点から設置実態を明らかにし，

施設における利用者の利便性向上の一助とな

ることを期待する． 
1-2．研究の対象 
表１より，「テラスモール松戸」は，2019年

に竣工した地上4階建ての商業施設であり，1
階，2階，3階の3か所にベビー休憩室が設置さ

れている．テラスモール松戸のホームページに

記載されている施設コンセプトより，対象施設

は各階でコンセプトが異なることがわかる．ま

た，図１より，フロアマップからベビー休憩室

の配置を読み取ることが可能である． 

 
1-3．研究の方法 
文献調査と平面分析，観察調査を行う． 

➀「テラスモール松戸」のホームページから施

設概要について文献調査を行う． 
➁ベビー休憩室コンセプトブック及びベビー

休憩室コンセプトブック別冊注６）より，誰もが

利用しやすいベビー休憩室に求められる評価

項目を選定する． 
➂選定した評価項目について平面図分析と観

察調査から，表にまとめる．平面図から，周辺

環境とベビー休憩室との関連や施設全体とベ

ビー休憩室の関連の特徴についてまとめる． 
➃➁で選定した評価項目と観察調査結果を基

に，それらを配置，構成，設えの3つの項目に

分けて分析を行う．  

表1 施設の概要 
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図1 テラスモール松戸の平面図 

2．「テラスモール松戸」の設置実態と課題 
2-1．評価項目の選定 
ベビー休憩室コンセプトブック及びベビー

休憩室コンセプトブック別冊より，誰もが利用

しやすいベビー休憩室に求められる評価項目

を選定する．評価項目から得られた結果を基に，

それらを配置，構成，設えの3つの項目に分け

て調査を行う． 
2-2．配置に関する現状 
 図１より，すべての階でベビー休憩室は施設

東側に設置されており，1階は，グルメ・フー

ド，ライフスタイルに関する店舗が多く，ベビ

ー休憩室の周辺は，特にライフスタイルの店舗

が多くなっている．加えて，ベビー休憩室はパ

ティオの近くに配置されていることがわかる．

表2より，パティオでは子供向けのイベントが

多く行われている． 
2階は，ファッションやグルメ・フードに関

連する店舗が多いことがわかる．ベビー休憩室

の配置は，1階と同様に出入り口に近い配置と

なっており，ベビー休憩室東側は，ライフスタ

イルの店舗があることがわかる．ファッション

関連の店舗が多いことから親世代などの買い

物の最中に利用されることがわかる． 
3階は，出入り口からは離れた配置となって

いるがエスカレーターからのアクセスが良い

配置となっている．周辺の状況は人目につきや

すいフードコートの横に配置されており，ベビ

ー用品店やキッズスペースロコロコ注７）等が併

設されている．加えて，3階フロアのファッシ

ョン用品の店舗は，子供服等も販売されている

店舗が多い．3階フロアには，ベビー用品店が

多いことがわかる．また，表2よりフードコー

ト内には，調乳用の給湯器が設置されている． 
施設全体でみると，各階にベビー休憩室が配

置され，多室分散配置がなされている．また，

表2より，各階に休憩スペースが配置されてい

る．しかし，ベビー休憩室の周辺には休憩スペ

ースが少ないこともわかる．  

 
  

 

3 階平面図 

1 階平面図 

2 階平面図 

表２ テラスモール松戸の整備実態 
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2-3． 構成に関する現状 
表3より，ベビー休憩室の構成を見ると，授

乳，おむつ替え，調乳などの基本的な機能はす

べての階で設置されている．表2より，1階と2
階にはベビーカー置き場がないことがわかる， 
実地調査より，待合スペースや休憩スペース

などの設置は少なくなっているが，表5より，

休憩スペースがある場合が多いことがわかる．

また，3階にはフードコートがあり，フードコ

ート内には電子レンジ等離乳食のスペースが

確保されている． 
また，パウダースペースの設置がなく，身だ

しなみを整えることのできるスペースは確保

されていないことから，基本的な機能以外は備

えられていないことがわかる． 
表4より，ベビー休憩室の備品の整備品目を

みると，洗面台，おむつ用ごみ箱や荷物置き・

コート掛けなどベビー休憩室の基本的なもの

は整備されている．しかし，手洗い場の側にベ

ビーキープがないことや立ったまま利用する

おむつ替え台の設置がないことベビーカー置

き場がないことなどから，混雑緩和に繋がる備

品が整備されていないことがわかる． 

2-4．サイン計画に関する現状 
 表5より，個別授乳室が使用中かわかる表示

や利用可能な人の表記などが全ての階で充実

していることがわかる．観察調査より，ベビー

休憩室のサイン計画は，「男性利用可能」の表

記があることや「男性の方はご遠慮ください」

の表記がある．しかし，サイン計画の視点から，

「混雑時はゆずりあってご利用ください」の表

記のみとなっており，混雑時のオペレーション

はすべての階で共通して，整備されていないこ

とがわかる． 
また，見やすい場所に大きなサインがあるこ

とや利用可能な人が明記されていることから，

ベビー休憩室を使いたいときにスムーズに利

用することが可能な設えになっているといえ

る．しかし，混雑時のオペレーションが充実し

ていない点から，混雑時には対応していない整

備状況であるといえる． 

 
3．空間の考察 
ベビー休憩室の計画的要件として，誰もが利

用しやすいベビー休憩室の空間について，配置，

構成，設えの視点から考察を行う．結果を以下

に示す． 
配置：2-2より，施設におけるベビー休憩室

の配置についてみる．1階，2階は子供向けの店

舗が少ないが，子供向けのイベントが行われる

ことの多いパティオ周辺に設置されているこ

とがわかる．3階では，フードコートやベビー

用品店の近くに配置されており，利用しやすい

配置となっていることがわかる．また，キッズ

スペース等も設置されており，兄妹などの家族

がいる場合にも対応可能となっている．施設全

体で見た場合，多室分散により少ない移動で利

用が可能である． 
構成：施設におけるベビー休憩室の構成につ

いてみる．2-3より，すべての階のベビー休憩

室において基本的な機能が備わっていること

がわかる．ベビー休憩室の備品の整備品目を見

ると，洗面台，おむつ用ごみ箱や荷物置き・コ

ート掛けなどベビー休憩室の基本的なものは

表 3 スペースの整備品目 

表 4 ベビー休憩室の備品の整備品

表 5 ベビー休憩室のサイン計画 
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整備されている．しかし，ベビーカー置き場が

ないことから，乳幼児連れでの外出の際に利用

頻度の高いとされるベビーカーを置く場所の

確保がされていないため，適切な広さの確保が

なされておらず，円滑な行動ができないことが

課題として考えられる．また，手洗い場の側に

ベビーキープがないことや立ったまま利用す

るおむつ替え台の設置がないことがわかる．使

い捨てペーパーシートの設置がないことから，

衛生面に対しての配慮が少ないことが考えら

れる． 
設え：施設におけるベビー休憩室の構成につ

いてみる．2-4より，すべての階でサイン計画

が充実していることがわかる．これにより，ベ

ビー休憩室へスムーズに向かうことができる

ことや男性の利用しやすさの向上に繋がる．し

かし，混雑時に対応したオペレーションがない

ことやパウダースペース，待合スペース等がな

いことなどの整備状況があげられる． 
4．まとめ 
 本稿では，千葉県松戸市の「テラスモール松

戸」を対象施設とし，平面分析と観察調査，文

献調査を基に誰もが利用しやすい施設につい

て調査を行った．結果を以下に示す． 
「テラスモール松戸」は，利用可能者の明記

サイン計画等施設全体を通して配置，構成，設

えのすべての項目において利用しやすい計画

となっているといえる．  
誰もが利用しやすい空間の計画的要件を配

置，構成，設えの視点から以下にまとめる 
配置から，多室分散がなされ子供関連の施設

に近いことやベビー休憩室は，子どもに関連す

るイベントが開催されるパティオやベビー用

品店の近くに配置されるなど子供に関連する

施設の近くに配置される共通点がある．構成か

ら，おむつ替え台，個室授乳室，授乳椅子など，

ベビー休憩室の基本的な整備品目が充実して

おり，加えて，混雑時や衛生面に配慮した備品

が備わっていることが必要であると考える．最

後に設えから，見やすいサイン計画が重要であ

ると考える．また，施設全体をみると多室分散

等の配慮がなされており，利用しやすいと考え

ることができる． 
調査結果をベビー休憩室コンセプトブック

及びベビー休憩室コンセプトブック別冊から，

誰もが利用しやすいベビー休憩室に求められ

る環境と比較すると，「テラスモール松戸」の

混雑時に対応するための設備は不十分である

ことがわかる．さらに，子育て中の家族にとっ

ては，待合スペースがないことや兄妹の遊ぶス

ペースがないことが課題であるといえる． 

今後の展望として，面積等による整備の違い

やベビー休憩室の利用実態をみることで，誰も

が利用しやすいベビー休憩室の整備実態につ

いて把握することを課題とする．また，整備状

況の差について調査を行う．特に，規模による

空間の違いや整備実態を明らかにする．また，

混雑時にも対応可能な設備が整っている施設

等に関しても調査を行うことを課題とする． 
【注】 

注1) ベビー休憩室には，「ベビールーム」「赤ちゃん休憩室」などがある．

その利用目的は，おむつ替え，授乳，食事，着替え等，赤ちゃん連れ

での外出には必要不可欠な場所である． 

注2) 平野三奈，古田莉香子，広田直行「千葉県松戸市のコミュニティ施設

における男性目線を考慮したベビー休憩室の設置実態に関する」

pp219-220，2024，8 

注3) 松戸市では，ベビー休憩室の設置として「赤ちゃんぽけっと」事業と

しての登録を進めている．2022年6月3日時点で74施設が登録されて

おり，子育てに関する豊富な助成金制度，保育機関の充実，子育て支

援としての遊びや交流の場の提供が充実している地域である． 

注4) 仲綾子，谷口新「大型ショッピングセンターにおけるベビー休憩室等

の整備実態に関する研究」日本建築学会大会学術講演梗概集，pp349-

350，2017．8 

注5) テラスモール松戸から5km圏内 

注6) 仲綾子， 内田将夫「ベビー休憩室コンセプトブックの開発と評価」

日本建築学会技術報告集 

注7) 保育者養成で著名な聖徳大学の学生と学術的な視点を取り入れ，コ

ンセプトから使われ方まで検討を重ね，松戸ならではのキッズスペ

ースを開発しました．フードコート「ケヤキッチン」に近接する． 
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